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概要

このガイドでは、OpenShift Container Platform で Red Hat Ansible Automation Platform オペレー
ターのインストールをバックアップおよびリカバリーするための手順と参照情報を提供します。
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はじめに

Red Hat Ansible Automation Platform に興味をお持ちいただきありがとうございます。Ansible
Automation Platform は、Ansible を装備した環境に、制御、ナレッジ、委譲の機能を追加して、チーム
が複雑かつ複数層のデプロイメントを管理できるように支援する商用サービスです。

このガイドの手順を使用して、障害が発生した場合に Red Hat Ansible Automation Platform デプロイ
メントを復旧するために使用できるバックアップリソースを作成します。

はじめに
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris
Wright のメッセージ をご覧ください。

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Red Hat Ansible Automation Platform Operator バックアップおよびリカバリーガイド
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RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
このドキュメントを改善するための提案がある場合、またはエラーを見つけた場合は、テクニカルサ
ポート (https://access.redhat.com) に連絡し、docs-product コンポーネントを使用して Ansible
Automation Platform Jira プロジェクトで Issue を作成してください。

RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
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第1章 RED HAT ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM のバック
アップと復元

予期しないデータ損失やアプリケーションエラーから保護するには、Red Hat Ansible Automation
Platform デプロイメントの定期的なバックアップを実行することが重要です。データ損失の防止に加え
て、バックアップを使用すると、別のデプロイメント状態にフォールバックできます。

1.1. バックアップおよびリカバリーについて

Red Hat は、データの損失を防ぐために、Red Hat OpenShift Container Platform 環境で Red Hat
Ansible Automation Platform のデプロイメントをバックアップすることが推奨されます。

Red Hat Ansible Automation Platform デプロイメントのバックアップリソースには、以下が含まれま
す。

Ansible Automation Platform カスタムリソースオブジェクトの spec セクションにおける特定
値のカスタムデプロイメント

postgresql データベースのバックアップ

secret_key、admin_password、および broadcast_websocket シークレット

データベースの設定

注記

機密情報が含まれている可能性があるため、バックアップリソースを必ず保護してくだ
さい。

1.1.1. バックアップの推奨事項

データ損失から復旧するには、定期的に Red Hat Ansible Automation Platform デプロイメントのバッ
クアップリソースを計画して作成する必要があります。少なくとも、Red Hat は、以下の状況で Red
Hat Ansible Automation Platform のデプロイメントをバックアップすることを推奨しています。

Red Hat Ansible Automation Platform デプロイメントをアップグレードする前に

Openshift クラスターをアップグレードする前に

1 週間に 1 回。これは、環境が自動アップグレード用に設定されている場合に特に重要です。

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Red Hat Ansible Automation Platform Operator バックアップおよびリカバリーガイド
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第2章 RED HAT ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM バック
アップリソースの作成

Red Hat Ansible Automation Platform デプロイメントのバックアップには、デプロイされた
Automation Hub および自動化コントローラーインスタンスのバックアップリソースの作成が含まれま
す。以下の手順を使用して、Red Hat Ansible Automation Platform デプロイメントのバックアップリ
ソースを作成します。

2.1. 自動化コントローラーのデプロイメントのバックアップ

この手順を使用して、ジョブ、インベントリー、認証情報を含むコントローラーのデプロイメントを
バックアップします。

前提条件

Openshift クラスターで認証されている。

Ansible Automation Platform Operator がクラスターにインストールされている。

自動化コントローラーが Ansible Automation Platform Operator を使用してデプロイされてい
る。

手順

1. Red Hat OpenShift Container Platform にログインします。

2. Operators → Installed Operators に移動します。

3. プロジェクトの namespace にインストールされている Ansible Automation Platform Operator
を選択します。

4. Automation Controller Backup タブを選択します。

5. Create AutomationControllerBackup をクリックします。

6. バックアップの Name を入力します。

7. バックアップされているデプロイされた Ansible Automation Platform インスタンスの デプロ
イメント名 を入力します。たとえば、Automation controlle のバックアップが必要で、デプロ
イメント名が aap-controller の場合は、デプロイメント名 フィールドに 'aap-controller' と入
力します。

8. 事前に作成したカスタムの pvc を使用する必要がある場合は、以下を行います。

a. 必要に応じて、バックアップ永続ボリュームクレーム の名前を入力します。

b. 必要に応じて、バックアップ PVC ストレージ要件 と バックアップ PVC ストレージクラス
を入力します。

注記

pvc やストレージクラスが指定されていない場合は、クラスターのデフォル
トのストレージクラスを使用して pvc が作成されます。

c. 大規模なデータベースがある場合は、それに応じて、バックアップ管理 Pod のリソース要

第2章 RED HAT ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM バックアップリソースの作成

7



c. 大規模なデータベースがある場合は、それに応じて、バックアップ管理 Pod のリソース要
件 でストレージ要求を指定します。

注記

postgres Pod 内で次のコマンドを実行すると、既存の postgres データベー
スデータディレクトリーのサイズを確認できます。

$ df -h | grep "/var/lib/pgsql/data"

9. Create をクリックします。
指定したデプロイメントのバックアップ tarball が作成され、データの復旧またはデプロイメン
トのロールバックに使用できます。今後のバックアップは、同じ pvc の別の tar ファイルに保
存されます。

検証

1. Red Hat OpenShift Container Platform にログインします

2. Operators → Installed Operators に移動します。

3. プロジェクトの namespace にインストールされている Ansible Automation Platform Operator
を選択します。

4. AutomationControllerBackup タブを選択します。

5. 確認するバックアップリソースを選択します。

6. Conditions までスクロールし、Successful ステータスが True であることを確認します。

注記

Successful が False の場合は、バックアップに失敗しました。問題を解決する
には、Automation Controller の Operator ログでエラーを確認してください。

2.2. AUTOMATION HUB のデプロイのバックアップ

この手順を使用して、ホストされているすべての Ansible コンテンツを含むハブのデプロイメントを
バックアップします。

前提条件

Openshift クラスターで認証されている。

Ansible Automation Platform Operator がクラスターにインストールされている。

Automation Hub が Ansible Automation Platform Operator を使用してデプロイされている。

手順

1. Red Hat OpenShift Container Platform にログインします。

2. Operators → Installed Operators に移動します。

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Red Hat Ansible Automation Platform Operator バックアップおよびリカバリーガイド
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3. プロジェクトの namespace にインストールされている Ansible Automation Platform Operator
を選択します。

4. Automation Hub Backup タブを選択します。

5. Create AutomationHubBackup をクリックします。

6. バックアップの Name を入力します。

7. バックアップされているデプロイされた Ansible Automation Platform インスタンスの デプロ
イメント名 を入力します。たとえば、Automation Hub のバックアップが必要で、デプロイメ
ント名が aap-hub の場合は、デプロイメント名 フィールドに 'aap-hub' と入力します。

8. 事前に作成したカスタムの pvc を使用する必要がある場合は、以下を行います。

a. 必要に応じて、Backup persistent volume claim、Backup persistent volume claim
namespace、Backup PVC storage requirements、および Backup PVC storage class の
名前を入力します。

9. Create をクリックします。
指定したデプロイメントのバックアップが作成され、データの復旧またはデプロイメントの
ロールバックに使用できます。

第2章 RED HAT ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM バックアップリソースの作成
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第3章 RED HAT ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM デプロイ
メントのリカバリー

システムに関する情報を失ったり、アップグレードで問題が発生した場合は、デプロイインスタンスの
バックアップリソースを使用できます。以下の手順を使用して、自動化コントローラーおよび
Automation Hub のデプロイメントファイルをリカバリーします。

3.1. 自動化コントローラーのデプロイメントのリカバリー

この手順を使用して、以前のコントローラーのデプロイメントを AutomationControllerBackup から復
元します。指定したデプロイメント名は、作成される新しい AutomationController カスタムリソースの
名前になります。

注記

新しい AutomationController カスタムリソースに指定された名前は、既存のデプロイと
一致しない必要があります。そうしないと、復旧プロセスが失敗します。指定された名
前が既存のデプロイメントと一致しない場合は、問題を解決する手順について、トラブ
ルシューティング を参照してください。

前提条件

Openshift クラスターで認証されている。

自動化コントローラーがクラスターにデプロイされている。

AutomationControllerBackup が、クラスター内の PVC で利用できる。

手順

1. Red Hat OpenShift Container Platform にログインします。

2. Operators → Installed Operators に移動します。

3. プロジェクトの namespace にインストールされている Ansible Automation Platform Operator
を選択します。

4. Automation Controller Restore タブを選択します。

5. Create AutomationControllerRestore をクリックします。

6. リカバリーデプロイメントの Name を入力します。

7. 復元された配置の New Deployment name を入力します。

注記

これは、元のデプロイメント名とは異なる必要があります。

8. Backup source to restore from を選択します。バックアップ CR が推奨されます。

9. AutomationControllerBackup オブジェクトの Backup Name を入力します。

10. Create をクリックします。

新しいデプロイメントが作成され、バックアップが復元されます。データベースのサイズにも

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Red Hat Ansible Automation Platform Operator バックアップおよびリカバリーガイド
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新しいデプロイメントが作成され、バックアップが復元されます。データベースのサイズにも
よりますが、これには約 5 ~ 15 分かかります。

検証

1. Red Hat OpenShift Container Platform にログインします

2. Operators → Installed Operators に移動します。

3. プロジェクトの namespace にインストールされている Ansible Automation Platform Operator
を選択します。

4. AutomationControllerRestore タブを選択します。

5. 確認する復元リソースを選択します。

6. Conditions までスクロールし、Successful ステータスが True であることを確認します。

注記

Successful が False の場合は、リカバリーに失敗しました。問題を解決するに
は、Automation Controller の Operator ログでエラーを確認してください。

3.2. AUTOMATION HUB のデプロイの復旧

この手順を使用して、以前のハブデプロイを namespace に復元します。指定したデプロイ名は、作成
される新しい AutomationHub カスタムリソースの名前になります。

注記

新しい AutomationHub カスタムリソースに指定された名前は、既存のデプロイと一致し
ない必要があります。そうしないと、復旧プロセスが失敗します。

前提条件

Openshift クラスターで認証されている。

Automation Hub がクラスターにデプロイされている。

AutomationHubBackup がクラスター内の PVC で利用できる。

手順

1. Red Hat OpenShift Container Platform にログインします。

2. Operators → Installed Operators に移動します。

3. プロジェクトの namespace にインストールされている Ansible Automation Platform Operator
を選択します。

4. Automation Hub Restore タブを選択します。

5. Create AutomationHubRestore をクリックします。

6. リカバリーデプロイメントの Name を入力します。

第3章 RED HAT ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM デプロイメントのリカバリー
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7. Backup source to restore を選択します。バックアップ CR が推奨されます。

8. AutomationHubBackup オブジェクトの Backup Name を入力します。

9. Create をクリックします。
新しいデプロイメントが作成され、バックアップが復元されます。

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 Red Hat Ansible Automation Platform Operator バックアップおよびリカバリーガイド
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第4章 トラブルシューティング
この情報を使用して、バックアップおよびリカバリー中の問題を診断および解決します。

4.1. AUTOMATION CONTROLLER のカスタムリソースの名前が既存のデ
プロイと同じ場合

新しい AutomationController カスタムリソースに指定された名前は、既存のデプロイと一致しない必要
があります。そうしないと、復旧プロセスが失敗します。

AutomationController カスタマーリソースが既存のデプロイメントと一致する場合は、次の手順を実行
して問題を解決します。

手順

1. 既存の AutomationController と関連する postgres PVC を削除します。

oc delete automationcontroller <YOUR_DEPLOYMENT_NAME> -n <YOUR_NAMESPACE>

oc delete pvc postgres-13-<YOUR_DEPLOYMENT_NAME>-13-0 -n 
<YOUR_NAMESPACE>

2. 同じ deployment_name で AutomationControllerRestore を使用します。

oc apply -f restore.yaml

第4章 トラブルシューティング
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